I 延焼防止対策におけるみどりやオープンスペースの活用事例
災害時に火災延焼の恐れのある市街地については「密集住宅市街地整備促進事業」等により、街路整備や建築物の不燃化、防災公園の整備等の抜本的な対策が講じられつつありますが、その効果が発揮されるまでにはまだ多くの時間を要すると考えられます。このため、いつ発生するかわからない大規模地震に対応するため、公共施設や空地等を活用した緑地整備や緑化を進めることで、大規模地震発生に伴う延焼防止対策を早急かつ着実に進めることも重要です。そこで、貴自治体の延焼防止対策について以下にご回答ください。
設問1． 木造密集市街地の有無や概要

1 災害時に市街地火災の危険がある密集市街地はありますか。

	あり　／　なし（→なしの場合、設問3へお進みください。）


2 また、密集市街地の概要はどのようなものですか。

	


設問2． 木造密集市街地における防災・減災対策事業について

3 上記の木造密集市街地において、防災・減災対策として取り組んでいる事項はありますか。

	あり　／　なし（→なしの場合、設問3へお進みください。）


4 それはどのような事業ですか。

	


5 または、防災・減災対策が行えない理由、問題点や課題等はどのようなものですか。

	


設問3． 過去において、公園緑地やオープンスペース（都市公園に限らず）が、火災の延焼遅延・防止や災害時の避難地・避難路の確保に役立った事例があればお教えください。

6 事例の概要

	


設問4． 防災機能（火災延焼遅延・防止等）を期待した公園緑地、街路樹等の整備、または緑化（公有地・民有地）の事例について

7 上記の木造密集市街地において、防災機能（火災延焼遅延・防止等）を期待して整備した公園緑地やオープンスペース、街路樹等の整備事例、または公有地および民有地における緑化・空地等を確保した事例があればご記入ください。

	


8 防災・減災機能確保に関わらず、木造密集市街地において、空家や空地を活用（暫定的・時限的利用も含む）して公園緑地等として共用している事例があればご記入ください。

	


II 都市水害対策や土砂災害対策におけるみどりやオープンスペースの活用事例

都市において直接的・土木的手法での水害対策、土砂災害対策でなく、公園・緑地の整備による雨水貯留や流出抑制対策等、また緑地保全制度等を活用した斜面緑地等の保全が土砂災害防止につながっていると思われる事例、計画等はありますか。事例や計画等の名称・概要について、以下にご回答ください。
1. 都市における水害対策

設問5． 河川の氾濫に備えた遊水池や調節池機能を持つ公園緑地等の整備事例や計画
	


設問6． 市街地開発等での緑地を活用した雨水流出抑制対策事例
	


設問7． 屋上緑化やレインガーデン（※）等の整備により、雨水貯留や流出遅延を図った事例
	


※雨水を集水し、浄化･浸透する機能を備えた植栽地
2. 都市における土砂災害対策

設問8． 特別緑地保全地区等の指定による災害の未然防止、または保全緑地地区等の維持管理の仕組みを構築し適切な樹林地管理をすることで土砂災害対策につながっている事例
	


設問9． 市街地開発事業における樹林の保全・緑地の整備・緑化事例

	


設問10． 台地上への緑地確保や雨水浸透施設整備により、健全な水循環確保を行っている事例

	


【アンケートご回答者】
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ご協力ありがとうございました。
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